








アレルギー性紫斑病 105 例のうち,52 例(49.5%)に腎炎が発症した。52 例中 11 例(21.1%)

がキャリーオーバーし,経過観察中に尿所見が正常化したのは 21 例(40.4%)であった。臨床

上,キャリーオーバー症例では尿正常化例に比し,肉眼的血尿,高度蛋白尿が多くみられる

傾向があった。組織学的には,キャリーオーバー症例に癒着,尿細管萎縮が多くみられた。

糸球体増殖性変化,半月体形成率に差はなかった。 


